
図書館総合展運営委員会

お問合せ先：LF@j-c-c.co.jp

出展説明会



■本日の説明会

• 本日のすすめかた

• 小展運営委員長より

• （始めての方には）小展ご紹介、（おなじみの方には）前回のおさらい

• 今年の開催形式

• 運営委よりご提供するもの／しないもの、出展者にご用意いただくもの

• 開催までのスケジュール

• サテライト会場

• 特集日、特集期間

• 開催案内冊子とwebサイト

• 質疑応答



■本日のすすめかた

•だいたい1時間を予定。

•ご質問は、zoomのチャットか（できるだけ時間内に回答）

•共有ドキュメントか（詳しく回答） https://bit.ly/3cUyLmF

•お問合せへ（こっそりっぽい問い）
https://www.libraryfair.jp/contact

•小展へのご要望も同様です。

•挙手発言も受け付けます（ミュートを外してお声かけを）

•時間中にお答えしきれないもの、またより詳しい回答を、説明
会後、共有ドキュメント上におきます。

https://bit.ly/3cUyLmF
https://www.libraryfair.jp/contact


■（始めての方には）小展ご紹介、
（おなじみの方には）前回のおさらい

•小展は（例年ならば）毎秋、パシフィコ横浜（ホールＤ+アネックス）

を会場に、3日間の会期、のべ3万人の来場、300～400の出展、
90の講演で開催してきました。館種を越え、立場を越え、テー
マを越えて集まる図書館イベントは他には多くなく、この種の
コンベンションでは日本最大です。

•昨2020年は時世の影響を受け、コンテンツ（展示・イベント・
ワークショップ・LIVEなど）を全面オンラインで開催。会期は
1カ月（本来会場開催の予定だった日どりにコア日程を設定）。
限定コンテンツもみられる登録ユーザーは8000名超となりまし
た。…その経緯と今年につながる計画の趣意をCA1996に。



■オンライン開催の評価

•成功：
★学校図書館、ワンパーソン・ライブラリー、非正規さん、遠
方の皆さまのご参加を得ました。
★図書館界のIT促進に微力ながら貢献できたかと思っています。
★講演、WSに代わる様々なイベント形式を試しました。

•失敗：
★コア日の設計を間違えました。
★せっかく外に開けたのに「図書館外」へのアピール不足。
★参加者さんの集中力をつくりきれず、また参加者さんの時間
をやみくもに奪ったおそれもあります。
★そして、、、何かが足りない。
★均衡収支バランスを失っています。

（当社調べ当社比による）



■2021年の開催

•昨年版をベースにしたオンライン開催を拡張しつつ

•大会場での展示、集合講演（パシフィコ横浜）は行わず

•運営委員会提供、また皆さまから立候補いただく全国のサテラ
イト会場によるリアルイベントを行います。



■運営委よりご提供するもの／
しないもの、出展者にご用意いただくもの

• ご提供するものは、場とインデックス、広告・広報・告知、場の盛りあげ、
機会です。

• 開催案内冊子（タブロイド判）、メルマガ（ほぼ週刊。36,650件）、SNS
でご出展とイベント情報を拡散します。

• 出展団体ページとイベント案内ページ、ほか子ページをご提供しますが、
その外つまりリンクで自社サイトなどに拡げるのはもちろん自由です。

• フォーラム（イベント）は各自で制作していたき（YouTube、Teams、
Zoomなど）、小展サイト内でリンクを示すしくみです。

• メルマガへのPR掲載、出展者ページ（随時編集可）



■ほんとうにご提供するものは

•各方面へのご説明

•新しいこと・ひと・ときへのきっかけ

•失敗していい機会

（といいつつ）



■開催までのスケジュール

• ７月27日：新ページを起動しました（2020特設ページ、2019年以前
のコンテンツはアーカイブページに残しました）

• ７月末：特集日、期間の相談

• ～８月18日：出展申込〆切（開催案内冊子へ掲載するなら）

• ～９月10日頃：開催案内冊子校了（イベント開催日・タイトル・
「募集！」など掲載したい情報をこの日まで）

• ９月中下旬：出展者説明会_ONLINE

• ９月下旬：開催案内冊子全国送付（フォーラム受付開始）

• 10月上旬～：プレ開催、練習会

• 11月１日～30日：会期（特集日を設定）とも、



■まずは

•お申込みを！

•出展料：
一般＝¥220,000
非営利＝¥110,000
ポスター＝¥11,000

• サテライト会場（A）でのリアル出展（オプション・有料）は8月より順次各会場にたい
して受付

•お早めに！申込時より１年間、メルマガ・webページ・SNSを
お使いいただけるからです。



■そして
無料企画も存分にご利用を

•図書館見学会_ONLINE！
https://www.libraryfair.jp/news/2021-07-14-0

•ショート・インターン＆体験会_ONLINE
https://www.libraryfair.jp/news/2021-07-14-1

•サテライト会場立候補
https://www.libraryfair.jp/news/2021-07-14

https://www.libraryfair.jp/news/2021-07-14-0
https://www.libraryfair.jp/news/2021-07-14-1
https://www.libraryfair.jp/news/2021-07-14


■サテライト会場 1

• A:屋台ブース街（展示場・広場）
B:リアル見学会（図書館・施設）
C:企業ショールーム

の3タイプをつくります。

• 1:運営委員会でご用意
2:出展者からのお申出
3:図書館・施設からのお申出

の各方から募集・ご提供します。目標100カ所

•サテライト会場開催は「行政等の指導・基準に従いつつ開催可
否を判断する」ものとし開催不可能な場合のオンライン代替を
検討します。リバーシブル開催



■サテライト会場 2

•サテライト会場は、全会期にわたって開催しなくともよく、断
続的に開催してもよいです（会場主と行政判断）。

•サテライト会場では、会場主のイベントのほか、他の出展者と
の協業、共催をすすめていただくこと大歓迎。運営委員会企画
も出張します。

• A-１については、オプションとして「リアルブース出展」でき
ます。有料（会場による…2日間・100,000円）。

•サテライト会場運営にあたっては、事務局でマニュアルを用意
し、場合により事務局員を派遣します（無料）



■特集日・特集期間

•昨年のコア日が、交通量の整理に失敗した反省から、今年は、
7月末から、出展者さん、参加層と相談し「特集日・特集期
間」を設定します。

•ヒントはこちら
https://2020.libraryfair.jp/kywds

•特集日から離れてのイベント開催ももちろんかまいません。

https://2020.libraryfair.jp/kywds


■開催案内冊子

•今年もタブロイド判4c8p構成（予定）です。

• 8月18日～9月9日頃まで編集、9月下旬全国発送です。

•発行部数

•紙面広告、折込広告を検討中です。

•図書館周縁、図書館外へのPR、問いかけを重点課題においてい
ます。

•今年はイベントページ配布数に制限がないので「9月9日決定
分」までしか掲載できません。…配布後はwebサイト参照。



■webサイト

• 7月27日にホームページを、2020年特設ページの形式に移行し
ました。

• 2021年出展ページ、イベントページを配布します。

•同時に2020以前の各ページをアーカイブ公開とします。



■質疑応答など

•個別の相談会も承っております。

•質疑記録をこちらに残します（順次改訂）
https://bit.ly/3cUyLmF

•この説明会の動画はこちらから
https://youtu.be/GHbsOXoqaTA

•

みなさまのご出展をお待ちしております。

https://bit.ly/3cUyLmF
https://youtu.be/GHbsOXoqaTA

